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· はじめに

昨年度は前期に昨年度は、前期発表では情報デザインを研究する入り口として、情報概念の歴史的変遷について扱い、後期は情報デザインの一領域インタラクションデザインにおける「コト」のデザインという考え方を扱いました。それらを基盤に、ゼミ論文ではオンライン上でのインタラクションデザインがどのように実現されているかについて、大学生のコミュニティサイトを例に挙げながら考えました。

コミュニティサイトとは、あるコミュニティ（地域、大学、企業etc.）内の情報が集約される場で、コミュニティ内の情報の結節点といえます。

今回は、仙台の複合施設「せんだいメディアテーク」を取り上げます。せんだいメディアテークは２００１年にオープンし、次の３つをコンセプトとして掲げています。

（１）最先端のサービス（精神）を提供

　利用者の需要にフレキシブルに対応する

（２）端末（ターミナル）ではなく節点（ノード）

　ネットワークの利点を最大限に利用する

（３）あらゆる障害（バリア）から自由

　健常者と障害者、利用者と運営者、言語や文化などの障害を乗り越える

これらの先進的なコンセプトを、その建築物の設計と事業運営に、具体的な形で落とし込んだメディアテークという、都市における公共建築物を通して、コミュニティにおける情報のノードのあり方について考えてみたいと思います。

· せんだいメディアテークの概要

· せんだいメディアテークとは？

· メディアテーク（Mediatheque）＝フランス語で「メディアを収める棚」
· 美術や映像文化の活動拠点であると同時に、すべての人々が様々なメディアを通じて自由に情報のやりとりを行い、使いこなせるように支援する公共施設・・・仙台市

· メディアテークの成り立ち

· 1994年・・・仙台市により、借用期限の迫った仙台市民ギャラリーの新築、老朽化した仙台市民図書館の建て替え、機能拡充による映像メディアセンター、視聴覚障害者情報センターの、４つの与件の集合体として企画される
同年、公開設計競技開始

· 1995年・・・メディアテーク市民懇談会開催
· 1996年・・・各種プレイベント開催

· 1997年・・・建設工事着工

· 1999年・・・仙台ひと・まち交流財団にメディアテーク準備室設置、準備室通信発行

· 2000年・・・仙台市によりせんだいメディアテーク条例制定

· 2001年・・・仙台市民図書館と共に開館

· 理念

· 最先端の知と文化を提供（サービス）

· 端末（ターミナル）ではなく節点（ノード）へ

· あらゆる障壁（バリア）からの自由

· サービス「誰もが情報を収集し、蓄積し、編集し、発信の出来る環境の提供」

· ギャラリーやシアターなど、表現の空間の提供

· 美術作品・映像作品の発表や鑑賞

· スタジオやワークショップなど、活動の空間の提供

· メディアを活用した生涯学習や文化的活動

· 情報活用支援、ボランティア支援（目や耳の不自由な方々の情報技術活用、ボランティアの活動支援）などの活動

· 映像・デジタルコンテンツの創造やメディアに関するワークショップ活動

· 最新の知識や情報の提供

· 仙台市民図書館

· 美術文化・映像文化の調査研究と美術文化ライブラリー・映像音響ライブラリー

· 目や耳の不自由な方のライブラリー

· 視聴覚教材のライブラリー　

· せんだいメディアテークの新しさ

· せんだいメディアテークは世界にもほとんど例を見ない新しいタイプの公共施設である。この施設の新しさは、これらの機能を運営する組織としても、また建築空間としてもひとつに統合しようと試みる点にひたすらある・・・伊東豊雄

· 建築空間としての統合

· 運営組織としての統合

· メディアテークの建築空間・・・伊東豊雄『透層する建築』より

· 空間のヒエラルキーを無くしている

· 全フロアに均質な空間を置く。中心性、正面性など空間のヒエラルキー（静的秩序）を生み出す配列は排除する。ただし、階高の変化、光の変化、チューブのランダムな配置いているなどによって、いきいきとした場所性を生み出す。

· 空間の表・裏を極力なくしている

· サービスする側とされる側の空間の一体化を目指している。近代建築における機能主義はサービスされる部分（利用者の空間）とサービスする部分（管理者の空間）の境界を明確にしたが、メディアテークでは両者の間のバリアを除去することで双方向型のサービスを可能にする。

· オープンで広がりのある空間を作っている

· 余分な壁を極力取り払い、フレキシブルな変化に対応できる生成型空間を作っている。性能主義を重視した施設は閉鎖的な部屋を羅列し、それらの間の関係を考慮しない傾向があるが、人間のアクティビティは本来複合的、多様なものである。開かれた空間を作ることで、非完結型で利用者の参加型、自己表現型の自由な文化活動を促す。

· メディアテークの運営方針・・・せんだいメディアテーク・コンセプトブックより

· 利用者支援のデザイン

· ユーザシップのためのアクセスサポート

· アクセス・サポートは、せんだいメディアテークを始めて訪れる利用者のための基本的なサービス。これらは利用者とのコミュニケーションを通じて更新されていく。最終的には利用者が他の利用者を誘導できるようになり、利用者が利用者としてのステータスや誇り（ユーザシップ）をもつことを目標とする。

· ギャラリー、図書館、映像メディアセンター、目や耳の不自由な利用者のための情報提供事業というサービスの４つの枠組みは、提供側の論理で区分したものに過ぎず、利用者の素朴な好奇心や向上心を考慮して、こうした基本サービスの組み合わせから利用者が自律的に新しい活動を生み出すサポートをする。

· 子供・大人・高齢者、女性・男性、身体能力・言語能力などによって生じる、日常生活を送るうえでのバリアを超える環境を確保する。分かりやすいサイン、各窓口へのアクセス、着るサイン、開かれたカウンターなどのスタッフシステムなどの工夫。また、ワークショップ活動などの運営を通して必要情報のストックやチェックを行うこと、開館時間を長くして好きな時間にアクセスできるようにすること、ネットによって自宅から必要な情報にアクセスできるようにするなど、時間と空間のバリアを越えることも目指す。

· HIS（Hospitality and Identity System）

· さまざまなアイテムに一貫性と統一性のあるデザインを施す

· サイン計画

· 利用者に心理的な安心を与えるように、認識・記憶しやすいインターフェースをデザインする計画。せんだいメディアテークを代理して利用者とコミュニケーションするものとして重視される。サイン自体の認識のしやすさ、内容のわかりやすさ、歩くサイン、マグネット式サインシステム、床上誘導点表示などを採用。

· プロジェクトとコラボレーション

· 情報提供から施設管理にまで及ぶせんだいメディアテークの事業は二ーズにみあった公共サービスを利用者に提供する。また、プロジェクト単位で仙台市や周辺地域で活動する人材を登用する。非営利の文化施設であることを活かし、メディアテークで有望な人材を育て、アーティストであれば美術館などに、メディア・イベントを行う人々の場合には企業や教育機関に抜擢されることを目指す。能力の高い人材を世の中に送り出す代理人の役割を果たす。一般の利用者にもギャラリーや会議室などの、

· 実地調査を基にした考察

· 学芸員の方による運営の現状

· 壁面がすくないために音の問題が出ている。たとえば同フロアの複数の利用者が、それぞれワークショップと映像鑑賞とをおこなっていると、映像鑑賞をしている利用者からクレームが出ることがある。運営側と利用者、また利用者同士の細かなコミュニケーションをして対応していく。

· 日常的に利用している利用者は、利用目的が限られているケースが多く、そのような利用者は他のフロアにはあまり足を運ばない傾向がある。メディアテーク側が、フロアを横断するような企画を用意することで解決の足がかりにしたい。

· これらを受けて

· 建築空間としてのメディアテークは既に利用者に対して建築物がなし得る効果の多くを与えているといえるが、事業としてのメディアテークは今後様々な展開が期待される。せんだいメディアテークは、建築空間の面では基本理念や細かなコンセプトを実現し、これまでにない公共施設を実現していると考えられる。

· 目立った建築の特徴

· 道路に面した入り口。入り口を近くしているために、なんとなしに立ち寄った利用者でも入りやすい。

· 入り口を入ってすぐのオープンスクエア

· チューブの存在。余分な壁を取り払い、外の光を取り込み、建物の外観・内観を外の天気・時刻など環境に合わせて多様に変化させる。

· ガラス張りの壁面。外の定禅寺通の並木があたかもメディアテーク内の空間にあるかのような錯覚を覚えさせ、空間の間のバリアをあいまいにすることで、室内にいながらも開放的な気分で過ごすことができる。

· 内部に使用しているガラス。他フロアへの関心を引く。

· 非完結性・連続性を連想させる丸の多い独特の家具。

· 至るところに設置された椅子やソファー。利用者は、メディアテークを街歩きの中継地点として滞在したり、1日のメディアテーク内での活動において活動と休憩を織り交ぜながら快適に過ごすことが出来る。

· 一方、事業としてのメディアテークが、理念のとおりに仙台地域の結節点になるには課題がある。しかし、メディアテークが仙台地域の中で成果を残してきていないわけではない。オープンしてからの２年間で、かつては閑静だった定禅寺通沿いには飲食店などが増え、人通りの多い繁華街になりつつあり、メディアテークの存在が中心となり周辺地区の活性化が起こっている。

· 今後

· コミュニティ内の情報の結節点は人同士や人と情報とが様々な形で出会う、情報デザインの実践現場であると考える。今回の発表では、メディアテークの設計と運営にかかわる側から出されたコンセプトや、そこから具現化された建築物を主に取り上げた。メディアテークが現れてきたコンテクストや現在のメディアテークを取りまく状況、利用者の視点を調査するなどして、メディアテークという存在を多角的に捉え、人や情報の流れを明らかにし、その中で情報デザインが果たす役割を明らかにしていきたい。

· 質問

· 普段、どのような公共施設を利用しますか？またそれはなぜですか？

· 疑問

· 情報の中継地点・結節点を担うという点では、メディアテークのような公共施設も、オンライン上のコミュニティサイトも共通している。建築物とWETのデザイン上の共通点とはなんだろうか？

　

参照文献・WEB

・「せんだいメディアテーク準備室通信」／せんだいメディアテーク準備室発行

・「せんだいメディアテークコンセプトブック」／せんだいメディアテーク・プロジェクトチーム編／NTT出版

・「透層する建築」／伊東豊雄／青土社

・「せんだいメディアテーク年報２００１」／

・「せんだいメディアテーク・プロジェクト」　http://www.smt.city.sendai.jp/
Smt





定禅寺通





広瀬通





青葉通





南町通





アーケード街





アーケード街





西口





東口





仙台駅





西公園通





晩翠通





東二番町通





愛岩上杉通








